








要約 

1.206 例の各種神経疾患についての髄液Ｉg ｰ G index を検討した。 

2.多くの例は Ig-G index は 10 以下である｡ 

3.精神運動発達障害 26 例の Ig-G index で特に上昇した例はみられなかった。 

4.精神運動発達障害の原因を知るうえで髄液の Ig-G の検討は有用と考えられる。 


